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 セミナーの開催（インプット講義） 

本業務では、男鹿中地区の住民を対象に、地域の公共ライドシェア導入の機運を高める

ためセミナーを開催した。セミナーでは、公共ライドシェアの制度概要、導入事例、運用形

態、課題と対応策等を説明した。 
 

 開催概要 

 開催目的 

男鹿中地区での公共ライドシェア導入に向けて、市民の理解促進を目的にセミナーを

開催した。また、10 月～11 月にかけて実施したアンケート調査結果を報告し、男鹿中地

区における交通に関する課題や住民の意向を共有した。 
 

 開催概要 

（1） 日時 
令和 7 年 11 月 26 日（水）10:00～11:00 
 

（2） 場所 
男鹿中コミュニティセンター 

 

 開催にあたっての準備事項 

 参加者の募集 

開催に当たって、参加者を募集するためのチラシを作成した。作成したチラシを図 3-1
に示す。また、町内会長からも参加の呼びかけを行っていただいた。 
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図 3-1 配布したチラシ 
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 資料作成 

セミナーにおいて、参加者への説明資料を作成した。作成した資料は「アンケート結果

（速報）」「公共ライドシェア概要説明」の計２種類である。資料作成に当たっては、ご高

齢の方が参加されることを想定し、可能な限り簡潔に、理解しやすい構成とした。また、

フォントのサイズやイラストを多めにするなどの工夫を施した。 
 

（1） アンケート結果（速報） 
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（2） 公共ライドシェア概要説明 
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 実施概要 

（1） 当日の進行 
当日のタイムスケジュールおよび担当者の役割分担を以下に示す。 

表 3-1 進行表 

開始 

時刻 

所要 

時間 
内容 男鹿市 日本工営 

9:30  会場準備 会場の借用 

会場準備 

会場設営（NK2名） 

 プロジェクター、PCセッテ

ィング、動画、音声、会場

照明（NK2名） 

10:00 5分 

開会 

※参加者に記録の許可を

とる 

開会挨拶：髙桑

課長 

進行（NK） 

写真撮影（NK） 

10:05 15分 
資料 1アンケート結果

（速報）説明 
 説明（有賀） 

10:20 10分 全体で質疑応答  

進行（NK） 

・意見の記録 

（NK） 

10:30 15分 

資料 2公共ライドシェア

概要説明 

（説明 10分＋動画 5分） 

 説明（NK） 

10:45 10分 全体で質疑応答  

進行（NK） 

・意見の記録 

（NK） 

・当日何名参加されたか確認 

11:00 5分 
※1 月のワークショップの

開催予告 
 進行（NK） 

11:00 - 会議室片付け開始  会場の片付け 

11:30 - 会議室撤収 会場の返却  

 
（2） 備品 

備品リストを以下に示す。 

表 3-2 備品リスト 

備品 数量 手配 
資料 30 部 日本工営 
ボイスレコーダー 1 台 日本工営 
デジカメ 1 台 日本工営 
プロジェクター 1 台 男鹿市 
スクリーン 1 台 男鹿市 
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 開催結果 

 結果概要 

セミナー当日は計 32 名（うち秋田大学 2 名、男鹿中コミュニティセンタースタッフ

3 名）が参加された。レイアウトはスクール形式（机あり・前方向き）で前方のスク

リーン及び配布資料を基に説明した。 
 

  

  

図 3-2 当日の様子 
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 参加者からのご意見 

質疑応答では、参加者から多数のご意見を頂いた。特に、ドライバーの報酬に関する質

問が多く挙がった。参加者からのご意見を表 3-3 に示す。 

表 3-3 参加者からのご意見 

参加者からの意見・質問 事務局回答 

検討しているライドシェアは市内のみが対

象か。潟上市などには行けないのか。 
男鹿市内に限定する予定である。男鹿中

地区の住民の日常生活を支えるものと

して検討しているためあくまで市内の

みの想定である。 
ドライバーの料金が 8 割とのことだがなぜ

か。 
ドライバーへの分担が多くなると組織

の運営に支障がでると思われる。ただし

何らかの手当は必要であると考えてい

るので検討中。タクシーよりは利用料金

をおさえられるようにしたい。 
報酬が多いとドライバーは増えると思う。 報酬をあげるとなると利用料金も必然

的に上がるためバランスをみつつ落と

しどころを検討したい。外出頻度が下が

ると健康面にも影響がでるため、相乗り

で地域を元気にする仕組みを一緒に考

えていきたい。 
男鹿中地区ではコミュニティ活動も頻繁に

行っているが、コミュニティ活動が目的の場

合も利用の対象になるか。コミュニティセン

ターへの足がないためにコミュニティ活動

に参加できない場合もある。公共ライドシェ

アが導入されれば地域活動も盛んになるだ

ろう。 

買い物・通院以外の目的であっても問題

ない。セミナー資料では主たる目的とし

て 2 つを例示したまでである。 

男鹿市街地と男鹿中コミュニティセンター

まででは、同じ料金にはならないはずであ

る。 

料金は今後検討する。 

開・中間口・浜間口では路線バスが通るよう

に道路を一時的に拡幅したが、利用者が減少

して結局路線バスが通らなくなった経緯が

ある。このように、当初はうまくいっていて

も継続できなければ意味がない。ドライバー

の講習を受けても、利用者が減れば辞めてし

まう人もでてくるだろう。無償のボランティ

アではなく報酬があった方が良い。 

報酬も利用料金も今後検討していく。 
 

市からの補助は検討しているか。 検討はしている。ただし条件がある。①

ドライバーがいるか②組織がつくれる

か③利用者がいるか。この三点が成立し

て初めて取り組むことができる。市とし

てはこの新しい取組をやっていきたい

と考えているため、どういった形であれ

ば実現できるのか探っていきたい。 
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参加者からの意見・質問 事務局回答 

このシステムには非常に期待している。実現

までどれくらい時間がかかるのか。 
Ｒ９年度に実証運行ができるよう進め

ていきたいと考えている。 
市では「ノーマライゼーション」の取組を検

討しているか。 
市民の誰もが利用しやすい手段となる

よう取り組んでいきたいと考えている。 
ドライバーは無償だと聞いていたが、有償で

あれば実現の可能性はあると思う。どうにか

実現に向けて進めてほしい。 

ドライバーの報酬は何とか考えていき

たい。 

運行範囲は男鹿市全体か。 範囲を広げすぎるとタクシーや他地域

の公共交通と重複する恐れがある。交通

空白地域の解消が主目的であるため、運

行範囲も今後検討していく。 
もしドライバーがいない場合は、市外から確

保することも検討する必要があるのではな

いか。 

できれば男鹿中地区内でドライバーを

探したい。 

 


	3. セミナーの開催（インプット講義）
	3.1. 開催概要
	3.1.1. 開催目的
	3.1.2. 開催概要
	（1） 日時
	（2） 場所


	3.2. 開催にあたっての準備事項
	3.2.1. 参加者の募集
	3.2.2. 資料作成
	（1） アンケート結果（速報）
	（2） 公共ライドシェア概要説明

	3.2.3. 実施概要
	（1） 当日の進行
	（2） 備品


	3.3. 開催結果
	3.3.1. 結果概要
	3.3.2. 参加者からのご意見



